




○種類株式の配当の状況
普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る1株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

　　　当第３四半期連結累計期間の連結経営成績につきましては、以下のとおりとなりました。

　　　経常収益は、役務取引等収益および有価証券売却益の増加等により、前年同四半期に比べ７億

　　５百万円増加して150億29百万円となりました。

　　　経常費用は、営業経費の減少等により、前年同四半期に比べ３億32百万円減少して107億７百

　　万円となりました。

　　　この結果、当第３四半期連結累計期間の経常利益は前年同四半期に比べ10億37百万円増加して

　　43億21百万円となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同四半期に比べ７億18百万円増

　　加して27億28百万円となりました。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

　　　当第３四半期連結会計期間末の連結財政状態につきましては、以下のとおりとなりました。

　　　総資産は、前連結会計年度末に比べ277億27百万円増加して7,846億99百万円となりました。

　　　預金は、個人預金の増加等により、前連結会計年度末に比べ260億61百万円増加して7,269億65

　　百万円となりました。

　　　貸出金は、中小企業貸出や個人ローン等を中心に増強を図った結果、前連結会計年度末に比べ

　　130億42百万円増加して5,717億53百万円となりました。

　　　有価証券は、前連結会計年度末に比べ19億75百万円増加して1,075億56百万円となりました。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

　　　平成27年５月12日に公表しました業績予想に変更はありません。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

　　　該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 　（会計方針の変更）

　　(「企業結合に関する会計基準」等の適用)

　　　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下、「企業結合

　　会計基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９

　　月13日。以下、「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基

　　準第７号　平成25年９月13日。以下、「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結

　　会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当行の持分変動による差額を資

　　本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する

　　方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につい

　　ては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連

　　結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等

　　の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示

　　の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連

　　結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　　　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第

　　44－５項（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、

　　第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。

　　　なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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（３）継続企業の前提に関する注記

　　　該当事項はありません。

　

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　　　該当事項はありません。
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４.平成28年３月期　第３四半期決算説明資料

 （1）　損益の状況（単体）
　　　 (単位：百万円)
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3,490

21157

業 務 純 益

△ 78

4,176

業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

504

755う ち 株 式 関 係 損 益

経 常 利 益

臨 時 損 益 228

人 件 費

物 件 費

税 金

7,380

う ち 国 債 等 債 券 損 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ① △ 367

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

326 178

う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益 ③ － △ 56 56

う ち 不 良 債 権 処 理 額 ②

特 別 損 益

与 信 関 係 費 用 （ ① ＋ ② － ③ ） 137 16 121

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益

法 人 税 等 合 計

平成28年３月期

第３四半期

（９ヶ月間）

447 308

△ 243

10,695△ 9

178

2,250

1,500

平成27年３月期

第３四半期

（９ヶ月間）

平成28年３月期

予想

（12ヶ月間）

7,623

4,126

○コア業務純益
コア業務純益は、役務取引等利益の増加や経費等の減少により、前年同期比３億94百万円増加

の34億90百万円となりました。

○経常利益・四半期純利益
経常利益については、コア業務純益の増加及び有価証券関係損益の増加等により前年同期比

10億９百万円増加の42億55百万円、四半期純利益は前年同期比６億93百万円増加の26億75百万
円となりました。
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（2）　金融再生法開示債権

　（部分直接償却は実施しておりません。）

①単体 （単位：百万円）

②連結 （単位：百万円）

（3）　自己資本比率（国内基準）

　（参考）

20,211 19,514

8,117

平成27年9月末平成26年12月末

8,809

8,590

36,083

532,856

564,573 568,939

34,817

535,446

570,264

530,628

566,333

527,596

35,704

35,862

541,689

577,552

△ 221

14,093 8,833

12,979 8,613

△ 1,114

381 △ 2859,028

8.5%程度

※　当行は部分直接償却を実施しておりませんが、仮に実施した場合の平成27年12月末の開示債権比率は、5.68％となります。

平成27年9月末（実績）

8.79%

平成28年3月末（予想値）

6.34%

（注）　上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。

8,647 9,313

36,976

6.20% △0.34% △0.14% 6.54%開示債権比率（Ａ/Ｂ）

正常債権

△ 398 299

△ 234

5.97% △0.13%

27年9月末比

7,021

19,813

578,854

△ 1,096

平成27年12月末

△0.33%

26年12月末比

※　当行は部分直接償却を実施しておりませんが、仮に実施した場合の平成27年12月末の開示債権比率は、5.45％となります。

7,255

6.30% 6.10%

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

平成27年9月末

12,521

7,255

18,248

9,313

平成26年12月末

8,117

18,939

8,647

△ 1,106

平成27年12月末
26年12月末比 27年9月末比

13,627

△ 234

301

34,598

△ 285

△ 219

544,255

危険債権

要管理債権

△ 1,096

△ 390

381

7,021

18,549

9,028

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

連 結 自 己 資 本 比 率

　　　　　総与信合計（Ｂ）

　　　　　合　計（Ａ）

要管理債権

危険債権

　　　　　合　計（Ａ）

正常債権

　　　　　総与信合計（Ｂ）

開示債権比率（Ａ/Ｂ）
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（4）　時価のある有価証券の評価差額　（連結）

　（単位：百万円）

株式

債券

その他

　（単位：百万円）

（5）　預金・貸出金の残高　（単体）

（単位：百万円）

（6）　預り資産残高
（単位：百万円）

　（注）1.　「評価差額」は、各連結会計期間末日時点の帳簿価額(償却原価法適用後、減損処理後)と時価との差額を計上して

　　　　おります。ただし、株式及び受益証券については各連結決算月の１ヵ月平均に基づいた市場価格等に基づく

　　　　　　時価との差額を計上しております。

7 68,786 

18,761 2,459 

2 

83 1,991 

708,451

492,056

177,359

564,642

20,495 20,114

平成27年9月末

529,131

77,58873,916

個人年金保険等 57,002 9,249 2,892 47,753 54,110

投資信託 21,104 609 990

合　　計 81,061 7,145 3,473

うち中小企業・個人向貸出

その他有価証券

満期保有目的
の債券

貸　出　金　（末残）

76,820 1,414 1,422 

うち個人預金 510,753

9,490 

うち益 うち損

573,055

535,138

105,072 6,207 6,609 

うち法人預金 180,119

12,417 8,413 560,638

13,506 6,007 521,632

2,334 2,538 

18,697 487,711

9,268 371 

204 12,730 

23,042

285 

17,188 

401 99,044 

1,324 1,327 

8,897 

17,527 3,418 3,501 

4,154 4,439 

2,648 188 

平成27年9月末

12 1,356 6 8 

平成26年12月末
26年12月末比 27年9月末比

平成27年12月末 平成26年12月末
26年12月末比 27年9月末比

28,412 18,639 698,678

7,422 2,760 172,697

△ 2 28 2,163 1,354 3 10 15 

平成27年12月末

6 

預　金　（末残） 727,090

平成27年12月末 平成26年12月末

帳簿
価額

帳簿
価額 うち損うち益 うち損 うち益

平成27年9月末

　含み損益 　含み損益 　含み損益帳簿
価額 うち損うち益

　　　2.　なお、満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。

　評価差額

平成26年12月末

時価 　評価差額

平成27年12月末

時価

うち益 うち損

平成27年9月末

97,002 5,357 6,074 716 

70,793 

時価 　評価差額

うち益 うち損

9,020 

2,359 368 

2,164 2,504 340 

1,201 1,209 8 

5,667 3,364公共債 2,955 △ 2,712 △ 409

㈱南日本銀行（8554）平成28年３月期 第３四半期決算短信

－ 9 －




